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報告がある。今田我々は頚椎の変色，特;こ上金頚椎の変
イとについて検討した。対象は20症例で大半が特発性測響
症であった。矯王率は平均32%，H-P幽 T 装着期間は平
均12.2週， H-P-T I徐去後の期間は平均33.7カ月であっ
た。〔結果〕頚椎iこ変化を有した症例は 1例もなかった。
京国としては種々考えられるが，症例数が少なかったの
で，断定的な結論は，今後痘備を重ね，追跡が必要と思
われる。 
7. Spinal instrumentation surgeryに対する hi-
omechanics的考察
。平松健一，井上駿一，山蘇正憲
斎藤康文，中田好員，1] (千大〉 
Distraction rod 2 本及び~， transverse barを用いて現
在使用されている Harringtoninstrumentation system 
の強度に関する実験を行ない，以下の結果を得た0 
1. transverse barには， 2本の distractionrodの 
hookの向きにより異なる方向iこカが加わる。 system全
体の stabilityを考慮すると， transverse barは2本用
い rod ~こ両方向から画定するのが理想的である。
豆. rodを曲げて使用するとその強度は著しく低下す
る。今後，更に力学的検討を加えて行きたい。 
9. 上肢末靖神経損傷の治療成績
。出沢明，小林英夫，保坂瑛一
渡部室夫 〈千大〉
三橋 稔〈三播整形〉
村山憲太〈国立習志野〉
堂後昭彦 ()Il鉄病読〉
昭和33年から当教室の末語、神経損傷で治療した数段 
140例である。その内訳は正中神経30伊i尺骨神経42例，
正中尺骨合併18伊U，槙骨神経32伊U，腕神経数は18例であ
った。 followupした 76例の直接検診の回復状況を 
SEDONの分類に従って評缶した。その結果 MOTOR 
RECOVERYが良好なのに対し SENSORYRECO・ 
VEまYが著しく悪く特に正中神経損蕩何で ADL自己
満足度の低下iこ相関していた。今後評伍法を更に吟味し
症例数を増やして検討を更に加えたい。 
9. 3M Fluted intramedullary Rodsの費用経験
。箱崎啓，往々木建〈千大〉
三播 捻(三帯整形〉
堂後昭彦(J1l鉄〉
回旋変形を訪ょとする改良型の閉鎖性髄内釘の使用経験
を得た。 3Mfluted intramedulIary Rods (以下 3MFIR) 
の構造上の特徴は，回旋訪止の為の 8本の溝である。 6
例の大腿骨骨幹部骨告に対する費用経験では，毘旋変形
はみられなかったが， 1例に重讃短縮がみられた。田提
変形iこ対しては 3MFIRはすぐれた方議と考えるが，
重積短縮に対して辻充分な注意を用するものと考える。
なお渉猟し得た範囲では，本邦に於いては， 3MFIRの
報告はない。 
10.調節注入療法前後における関範液中ムコ多糖の変
イ乙 
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ステロイド関館内注入前後関節夜中ムコ多糖の変化を
みる目的で OA 5新1RA 7伊jを対象;こ分析を行主っ
た。その結果乾繰重量当ヲ程性ムコ多糖含量で詰注入後
の OAではやや低誼を示すが RAではかえって高値
を示した。一方乾操重量ウロン酸含有量では関館内注入
後の OAにおいて抵値を示すのに対してまA で辻逆
に高値を示した。尚，同時に行った電気泳動の結果では
ヒアノレロン援が主成分であ予，デンシロメターで計測し
た結果，関節内注入後まA 関箭夜中のヒアノレロン酸含
宥量は関節内注入前に比し高値を示した。 
11.モルキオ症候群における上位頚椎変化について
。小沢袋行，東山義龍〈千大〉
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我々は，尿中ケラタン読酸の著明な増加を認めたモノレ
キオ症侯群と患われる 3症例を経験し，その上位頚誰の
変化iこ著目した。 2症例に轄権歯突起の形成不全と環
軸権亜説日を認めた。脊髄損傷を示す神経症状は認みうな
かったが，上位頚椎の不安定住を認めるかぎり，今後，
定携な経退観察と不安定d詮の増大があれば，予防的iこ手
荷が必要と思われる。 
12.聾光抗体法を用いた椎罷板のコラーゲン会布 
0中村勉，勝呂徹，東山義龍
〈千大〉 
Type 1，Il， mの牛コラーゲンに対する抗血清で，
互いに免疫学的にクロスする部分を，吸収した特異d詮の
高い抗体を用い，牛頚椎々開板iこ対して，コラーゲンの
昂在性を調べた。
